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付　記

日本では「糸引き」は，それが足りないと生産者に
クレームが来るほど重要な納豆の要素であるが，茨城
県工業技術センターは糸引きの少ない変異菌を見出し，
2014年4月に特許を申請した。これに基づき，最近，
ネバネバを3分の1にした納豆が開発され，フランスへ
の輸出が始まった。混ぜても箸からぽろりと落ちる程
度のネバネバしかないとのことである。独特の香りが
するチーズを好み，発酵食品に対する抵抗感が少ない
とみられるフランスが当座のターゲットだそうである
（朝日新聞 2015年2月12日夕刊）。
「和食」がwashokuとして世界に知られつつあるが，
将来，納豆がヨーロッパに定着し，広まるのか，納豆
に興味をもつ人びとには楽しく，また興味ある問題で
ある。
 （白坂　蕃）

山下琢巳著：『水害常襲地域の近世〜近代－天竜

川下流域の地域構造－』古今書院，2015年1月刊，

277p.，6,400円（税別）

治水技術の未成熟な時代にあって，河川の氾濫

によってもたらされる水害を完全に克服すること

は困難であった。河川下流域に代表される水害常

襲地域は水害によって生命や財産を脅かされる可

能性が高く，居住条件的に「不利」な地域である

とみなされやすい。本書は天竜川下流域を対象と

して，そこに住む人々が水害を「前提」，あるい

は「考慮」した社会経済活動をいかに持続してき

たのか，また近代的な土木技術の導入による水害

減少により，そうした生活形態がいかに変容した

のかを明らかにしたものである。

個人的なコメントになるが，評者の故郷は本書

のフィールドに近い浜松であり，評者も小学校時

代から郷土学習などを通して「天竜川の水害とそ

の治水」というテーマには幾度となく接してき

た。ただし，そこで教えられた内容は，常に水害

に苦しめられる住民の姿と，私財を投じて治水事

業に貢献したある篤志家の功績，その治水によっ

て住民は水害に悩まされることはなくなりまし

た，という単純化されたストーリーであったよう

に記憶している。その後大学院に進学して著者の

研究を知ることになったが，著者が描く地域像・

民衆像は評者が把握していたステレオタイプな水

害と治水のイメージとはかけ離れたものであり，

水害をある意味で「活用」しながら生活を営んで

いく民衆の姿に新鮮な驚きを感じたことをよく覚

えている。

本書は著者・山下琢巳氏が2006年12月に筑波

大学に提出した学位論文「近代における水害常襲

地域の展開と構造－天竜川下流域を事例として

－」をもとに新たな調査結果などを追加して再構

成されたものであり，氏が卒論以降，天竜川下流

域をフィールドとして続けてこられた研究の集大

成といえる。

本書の構成は下記の通りである。

第1章　序論

第2章　天竜川下流域の水害史

第3章　 水害頻発期における天竜川下流域の存

立基盤

第4章　河川改修工事と天竜川下流域への影響

第5章　 水害減少期における天竜川下流域の地

域構造

第6章　天竜川下流域における地域構造
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以下，本書の内容を評者なりに紹介してみた

い。まず第1章では序論として，地理学や河川工

学等の関連分野における先行研究が示され，本書

の研究視角と研究方法が述べられる。

第2章では，精密に作成された年表に基づき，

当該地域における水害史を概観している。著者は

まず，天竜川流域では沖積平野の開発が本格的に

進行した戦国末期から近世初期以降，頻繁に水害

が発生し始めたことを示している。破堤被害地点

は時代ごとに変遷しており，その要因は時期ごと

に採用していた治水システムの影響によるもので

あった。一方，明治中期以降は，近代的な技術を

導入した河川改修工事の成果によって，水害は相

対的に減少したことが明らかになった。

第3章は，近世期を「水害頻発期」と位置づけ，

この時期における当該地域の地域構造を考察した

ものである。著者はまず絵図や地籍図等を用いて

村落景観と，水害時の状況や復旧の過程を集落単

位で丹念に復原していく。当該地域では旧低水路

に沿った洪水流の侵入や土砂の堆積によって被害

が拡大しやすく，農業的には自然堤防上での畑作

が重要であった。とくに綿の集約的な生産が主要

な農業的基盤であり，水害からの防衛や水害後の

復旧は自然堤防上の畑地を優先して行われてき

た。

しかし水害頻発期にあって農業生産だけでは住

民生活は不安定であり，これを補うための経済的

基盤が不可欠であった。この点について，著者は

水防組合の存在に着目する。水防組合は天竜川下

流域を一つの単位として治水に対応させるために

組織されたものであり，住民らは組合を通じて堤

防の維持や破堤後の復旧・補強工事等に出役し，

現金収入を得た。集約的農業と水害から還元され

る経済的利益とを組み合わせて生計を維持してい

く生活サイクルは，同様の自然条件を有した天竜

川下流域全体に共通するものであり，これにより

水害頻発期においても社会経済活動が持続可能で

あったことが明らかにされた。

第4章では，近代的技術を導入した河川改修工

事が行われた明治中期を水害減少期への過渡期と

とらえ，従来の生活サイクルを変容させた要因と

しての河川改修工事を検討している。ここで重要

なのは，この時期にも従来通り流域住民が工事に

参加して経済的利益を得てはいたが，それは必ず

しも水防組合員としての出役ではなくなっていた

ことである。工事には近代的技術に対応できる専

門業者が進出し始めており，住民らは業者との

「契約」によって工事に関わるようになっていっ

た。村単位で堤防関連工事に関わらなくなるなど

地域の状況が変容しつつあり，同時に水防組合の

機能が変質し始めていた。

第5章は，上記の河川改修工事によって「水害

減少期」に入った当該地域の地域構造を，集約的

な農業生産と材木流通という二つの観点から考察

している。水害の減少は農業生産の安定をもたら

し，集約的農業による商品作物や蔬菜の生産が行

われ，やがて当該地域はキュウリ・メロン等の栽

培先進地としても発展した。また，東海道本線開

通によって，天竜川を筏流しの輸送路とする中流

域からの材木移出が活況を呈した。ここで著者

は，筏流しの際に洪水など何らかの理由によって

流出し，漂着する材木（流出材）に着目する。す

なわち，流出材を拾得した沿岸住民に対して材木

の所有者である材木商組合等から謝礼が支払われ

ることから，これが住民の重要な現金収入になっ

た。そのため住民らが天竜川の増水時に，争って

川から流出材を引き上げる状況がみられたとい

う。

こうした生産基盤の変容を通じ，著者は「同じ

自然条件をもつ下流域全体」という従来の地域協

同体制がしだいに分解し，栽培する農産物や農

法，あるいは村落と天竜川との距離によって流出
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材拾得が可能であるか否か，といった要素によっ

て住民同士に新たな連帯が生まれていく過程を示

している。さらに，こうした従来の生活システム

の崩壊や水害そのものの減少によって，水防組合

の弱体化と形骸化が進んだのであった。

第6章はこれらの考察結果をまとめ，天竜川下

流域における地域構造とその変化について，著者

の見解と今後の課題を述べている。

以上，私見を交えながら各章の内容をまとめ

た。まず特筆すべきことは，従来の水害常襲地域

研究が「水害時」の状況を中心に検討してきたの

に対し，本書は「水害常襲地域とは，このいつま

で続くかわからない『平時』と，いつかは発生

する『水害時』との両面を併せ持つ地域（1頁）」

であるという根本的な地域認識に立ち，考察を進

めている点である。水害常襲地域とはいえ1年中

常に水害の危機にさらされているわけではない。

そのため本書では，平時の地域構成要素を含めた

分析を行うことにより，水害時と平時とを繰り返

す水害常襲地域における暮らしの総体をとらえる

ことが可能になっている。

こうした視点から，絵図や地籍図，古文書など

多様な資料を丹念に検討することによって，当該

地域に「平時」の集約的農業と「水害時」に堤防

工事等から還元される経済的利益という二つの軸

が存在し，そのどちらもが住民の生活に不可欠で

あったことを導き出した第3章は特に読み応えが

ある。「平時」において高度に集約化された綿作

を営みつつ，いざ水害に襲われれば「少々堤防が

破損した方が，普請の機会が増えて村が潤う（250

頁）」という指摘からは，水害を自明のものとみ

なし，いざとなればそれを糧として生きる住民ら

の，したたかといっても良い暮らしのあり方を読

み取ることができる。

また，先行研究では比較的検討されてこなかっ

た「水害減少期」の地域変容を取り上げている点

も本書における特色の一つである。著者は水害の

減少を「より長期にわたる平時」の獲得ととらえ

ることにより，地域の「近代化」を明らかにした。

著者は当該地域の近代化を分析する際，農業とと

もに材木流送の際に発生する流出材拾得を取り上

げている。流出材の問題は一見すると取るに足ら

ないものとして見過ごされがちであるが，著者に

よる検討により，実際にはそれが天竜川流域住民

にとって不可欠な収入源となり，さらにはかつて

「天竜川下流域」として連帯していた地域のあり

方を解体し，新たな秩序を立ち上げていく要因の

一つとなったことが明らかになった。従来，材木

流通研究においてもさほど重要視されてこなかっ

た流出材への着目は，著者のオリジナルな視点と

して高く評価されるべきである。橋の上から流出

材を「モリで突き上げ」たり，減水する前から危

険を顧みず舟で「中洲に乗り付け，材木を収集し

ていた（223頁）」住民もあったというが，こう

した記述からは流出材拾得という事象を通じた住

民らの生き生きとした生活の有様が迫力をもって

伝わってくる。

本書が著者による長年にわたる地道なフィール

ドワークと，絵図・地図類や地誌，多様な公的・

私的文書の堅実な分析の成果であることは疑いな

い。しかし，本書における最大の功績は，こうし

た膨大な資料分析を着実に積み重ねた上で，氾濫

する河川と対峙し，時にそれを活用して生きてき

た住民生活の諸相を活写することに成功した点に

ある。前述した流出材への着目も，ミクロな視点

から住民の生活を拾い上げようとする著者の細や

かな研究姿勢なくしては有り得なかったであろ

う。評者も歴史地理学という手法を用いて「過去

の人々がいかに生きたのか」を明らかにしたいと

考える1人である。こうした立場から歴史地理学

を学ぼうとする者にとって，歴史地理学分野で培

われてきた手法を駆使しながら，人々の生活のあ
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り方を鮮烈に描いた本書は大いに参考とすべき1

冊である。

 （加藤　晴美）

菊地俊夫・有馬貴之編：『自然ツーリズム学（よ

くわかる観光学2）』朝倉書店，2015年2月刊，

175p.，2,800円（税別）

本書は，朝倉書店から刊行されている「よくわ

かる観光学」シリーズ内の1冊であり，刊行済み

の『観光経営学』（岡本伸之編，2013）に次いで

上梓された。今後は『文化ツーリズム学』の発行

が待たれる。

本書『自然ツーリズム学』の書名にある，自然

ツーリズムとはどのようなものか，疑問を抱く人

も多いであろう。これまでに日本で刊行された，

自然地域におけるツーリズム現象に関する書物で

は，主に「自然観光」という語が用いられ，また

説明がなされてきたと思われる。本書の１章は，

「自然観光」とは「自然」を見るという行為に重

きがおかれた用語であると指摘する。一方，「自

然ツーリズム」はnature-based tourismの和訳と

され，「自然」を感じることのできる目的地へと

移動すること，さらに移動の間に生じる一連の行

動すべてを指す。つまり，自然ツーリズムは自然

観光を包含したより広い意味をもっている。日本

人のみならず世界中で，人びとの観光行動が多様

化している。この点でも自然観光という語で，現

在の「自然地域における観光（またはツーリズ

ム）」を説明できない。それゆえに，現在，「自然

ツーリズム」なる語の一般化が求められ，本書の

出版は時宜にかなったものであろう。

本書では，「自然」の捉え方についてもある程

度明確にしている。すなわち，自然を人間の手入

れの有無によって捉えるよりも，視覚的に生物や

土，水を感じられるかどうかという点を重視して

いるのである。このように本書で用いる基本的な

用語の意味を明確にした後，目次にはない分類で

はあるが，基礎編，実践編，応用編へと内容が進

行していく。

基礎編では，自然ツーリズム学に係わる理学的

学問分野の基本的視点が解説される。具体的な分

野としては，地理学（2章），生態学（3章），土

壌学（4章），情報学（理学と工学の双方の視点

をもつ5章）がとりあげられている。それぞれに

関して，学問的な視点が説明された後に，持続的

な自然ツーリズムを実現するために，どのような

点が重要であるかが述べられている。章によって

は，自然ツーリズムに関する事例の紹介もあり，

内容を理解する助けになっている。

実践編は，自然ツーリズムの実態や諸特徴につ

いて，「見方・考え方」を説明している。取り上

げられているのは，エコツーリズム（6章），ルー

ラルツーリズム（7章），ジオツーリズム（8章），

世界遺産・国立公園におけるツーリズム（9章），

都市域におけるツーリズム（10章）である。6章

と9章では，制度面からみた自然環境保全の説明

に重点がおかれている。一方，残りの章では具体

的な地域事例の説明が丁寧になされており，理解

が深まる。

応用編では，自然ツーリズム学の社会的意義を

考慮し，複数のトピックに関して研究者による提

起がなされている。トピックとしては，オーバー

ユース（11章），災害とリスク管理（12章），地

域計画や地域づくりへの貢献（13章），環境教育

（14章），目的地での管理運営計画（15章）がある。

いずれのトピックも，自然ツーリズムを扱うさま

ざまな研究分野における，重要な研究視点とみる

こともできる。

最終章（16章）では，自然ツーリズムの先進

地とされるニュージーランドの事例が紹介され


